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二酸化炭素の地中貯留を安全に履行するには、地下圧入された二酸化炭素が地表に漏洩しないようデザインす

る必要がある．地下状態では二酸化炭素は超臨界状態にあると考えられるため、地表漏洩へのバリアとして期待さ

れる帽岩（キャップロック）と掘削坑井のケーシングセメントについて、超臨界二酸化炭素への耐久性を実験的に

検証したした。実験は長期間にわたる予定で現在も継続中である。本報告では現時点までの成果について、主に強

度変化について紹介する。 


